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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・水道光熱費が増加しているとの連絡がある為、各自節約意識を持ちながら業務を行っていくこと。
・三沢の栄養士引継ぎがあるため10/17（木）工藤不在となる。

・東北メディカル学院地域作業療法学実習が10/20(金)･27(金)にあり、各2名ずつ実習予定。これから指導計画書を作成し提出予定としている。
・陶芸を9月からスタート予定。道具は揃ったので、作業療法の時間を利用し、クラブ活動として行っていき、慶長JGMから利用者様に声を掛けていくこととしている。
・小嶋SGMのPHS173が故障し、本日修理伝票提出。
・8/25(金)青陽館避難訓練がある。今回も役割分担は付けないため、他スタッフの動きを見ながら協力、対応すること。8/17(木)避難訓練について勉強会を行う。

・行事委員は、青仁会祭りのスケジュールを確認し、分かり次第伝えていく。

・小嶋SGMより、今週中に、学術の抄録を確認するとのこと。

・精神科の実地指導が11/1(水)13：30～となっている。日々の記録物の漏れがないよう行っていく。

・高山英佐様、利用には北病棟が送迎に着く予定となっている。デイケア利用目的を明確にし明日の日誌にのせ、北病棟へ情報提供するように。

・新規利用者へは、デイケア保険の説明を行っていく。併せて表紙の作成をしていく。

　(デイケア保険の説明：寺地啓喜様、寺地徳和様、佐羽内裕亮様)

[各種締切]
・9月分テキスト⇒8/21(月)
・転倒転落シート、LASMI⇒8/25（金）

[研修案内]
・うつ病、躁うつ病、大人の発達障害と医療リワーク
　9/8(金)18:00～20:00　　会場：札幌　　参加費：無料
・うつ病リワーク研究会　基礎コース
　9/9(土)10:00～16:00　　会場：札幌　　参加費：あり
＜利用者様情報＞

デイケア

・櫻川　貞二様　～先週、体験利用実施時、前回欠席していた理由について尋ねると、足に痛みがあった為と話している。通所する際に青南病院まで自身の車で運転し、青南病院から青陽館まで徒歩で移動しており、敷地内の坂や段差が辛かった為、痛みが出現した可能性があるとのこと。青南病院駐車場から青陽館までの送迎が可能である事を説明すると「その方が助かります」と話してる為、次回の来所から送迎を実施することとしている。迎えは青南病院駐車場で、帰りは16:00過ぎに青南病院駐車場に送ることとし、時間変更がある際には連絡するよう伝えている。来所次回利用日については8/22（火）体験利用予定となっている。

・繁名　和恵様　～9:00頃本人より電話連絡がある。下痢が酷くて来所する際に衣類が汚れるのが心配である為、欠席すると訴えている。その場にグループホーム世話人が居合わせており、バイタル測定を促し再度連絡がほしいことを伝えている。9:15電話連絡があり、血圧130/95mmHg、脈拍101回/分、体温35.6℃となっており、下痢の様子をみる為1時間程後にバイタルを測定してから電話連絡がほしいことを伝えている。10:10頃電話連絡があり、血圧149/109mmHg、脈拍89回/分、体温35.2℃で経過しており、スタッフより来所を促している。スタッフの促しに対し、来所途中で衣服を汚したくないと話している為、本日デイケア欠席となっている。今後の対応として、ただデイケアの利用を促すだけでなく、訴えを傾聴し、本人の不調に対する思いを共有する等、対応の仕方について気を付けていくこととしている。
・若松　邦生様　～グルームホーム世話人より情報提供がある。左耳の脂肪腫の切除をした後に抜糸しておらず、耳の裏に糸が皮膚に癒着している状態であるとのことで、デイケアにて看護師に見てもらうよう本人に伝えたとのこと。デイケアにて看護師スタッフが見るが、腫れはなく治療跡も綺麗である為、本人が気にならないのであれば病院受診はしなくてもよいことを説明している。本人に病院にて、どのように説明を受けたかが不明である為、今後確認していき、必要であれば本人より病院に確認することを勧めることとしている。

・寺地　啓喜様　～10:30床に横になりプログラムに参加していない為、どうしたのか尋ねると「具合が悪い」と話している。詳細を尋ねるが無反応であり、プログラムも始まっている為、場所を移し再度確認している。全身の倦怠感とふらつきがあるとのことで、静養室で1時間休養したいと希望があり、バイタル測定実施。体温36.3℃、血圧119/96ｍｍHg、脈拍96回/分となっており、その後休養している。休養後に体調確認すると変わりないと話しており、再度バイタル測定実施、体温36.3℃、血圧132/89ｍｍHg、脈拍90回/分。頭痛、ふらつきあるとのこで引き続き様子観察していく。

・大下　伸治様　～11:00頃、運動療法時、前腕と下腿の脱力感があると訴えがあり、運動療法後に出現したと話している。その他の症状はないとのことで、バイタル測定実施すると血圧120/70mmHg、脈拍82回/分となっている。「座っていれば大丈夫だよ」と話し、静養室利用はしなくてもよいとのこと。引き続き様子観察していく。

・本多　富美様　～本人より荷電があり、｢市役所に行くので休みます｣と話している。7/19以降デイケアを利用していないことやデイケアの利用目的を説明している。病院受診後でも来所してもらいたいことを伝えるも「それでも来ませんけど」と話しており、来所に拒否的な様子が窺える。今後、母様にデイケア利用できていないことや自宅での様子を情報共有することとしている。また、特定相談員に情報提供し、サービスの調整等を行っていく。

デイナイトケア

・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後、鼻汁、喉の痛みの訴え聞かれていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、来所時の体温36.3℃。体調については「具合悪い」「大丈夫じゃねぇ」と話しており、テーブルに伏して過ごしている。運動療法は、不参加となっている。歩行時にふらつき見られることがあり、見守りを要している。今後も体調確認していくこととし、青風荘へ上記内容を情報提供している。

・稲垣　ふき様　～本日の来所時の体温36.7℃、9：40頃、頭痛の訴え聞かれている。静養室での休息を希望するが、スタッフに症状を上手く伝えられずに、イライラしている様子が窺えゴモゴモとした口調だが、表情が険しくなっている。時間になると、自らプログラムに参加しているため、無理はしないよう伝えている。以後不調を訴えることなく過ごしている。今後も体調確認していく。

・古川　富蔵様　～11：30頃、嘔気がすると訴えあり、咳も出て､下痢をしているとのこと。来所時の体温36.3℃、昼食は全量摂取しており、「ムカムカする感じがするけど、食欲はあるんだよ」と話している。今後も体調確認をしていく。
・山田　隆雄様　～本日、来所時の体温35.6℃、飲水行為が頻回にある。スタッフの声掛けには返答なく水分摂取を続けており、トイレに行く回数も頻回となっている。引き続き飲水状態を観察し、多引水にならないよう、必要時には介入していく。
・小野寺　ノリ様～昼食後、半笑いでスタッフに「・・・しちゃった」と話しており、詳細を聞くと尿失禁してしまったとのことで、ズボンを履き替えている。尿失禁したまま、鼻歌を歌っており、失禁を意識していない様子が窺える。失禁に至った経緯に関し、トイレに間に合わなかった可能性が考えられる為、時折尿意の確認をしていくこととしている。

ナイトケア
・八木橋　牧雄様～昨日、お墓参りについて話している。プログラムとして送り火を実施し、お盆の思い出などを話しながら過ごしている。ミーティング内では、養子縁組を外されたこと、墓参りに行けないことを涙ぐみながら話している。帰宅時には「今日はありがとうございました」とスタッフに一礼し帰宅している。

＜外来情報＞
本日休診の為、外来情報はなし。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（赤松　翔太様）
実施日：H29年8月16日（水）13：30～14：00

検討内容　目標・計画の検討、情報の確認

	氏名
	赤松　翔太様
	性別
	男
	年齢
	27
	生年月日
	H1.12.18

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	定期的な外来通院を継続し、病状の安定化を図っていく。また、精神科デイケアの利用を継続し、活動性の向上を図っていく。

	本人希望
	後々仕事を行っていきたい。

	入院歴
	なし

	通所歴
	H29年4月10日～現在　　（週3回/月・水・金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：両親・妹と同居
	家族構成：父・母・妹

	利用制度
	自立支援医療受給中


現病歴

高校3学年3学期頃､理由は不明であるが抑うつ感､不眠等の症状が出現し､1ヶ月程不登校となった。マナクリニックを紹介されうつ病と診断され､数ヶ月程通院。症状が改善したことから､通院を自己中断していた。高校卒業後､実家（階上町）に在住しながらアルバイトをして生活。情動は概ね安定していたがH27.9.4より実家の近所にあるコンビニエンスストアのアルバイトを開始。深夜勤務が多い仕事で､ストレスが強まり気分高揚､多弁､不眠等の症状が出現。H28.9.8　23時～職場へ出勤し､突然職場で叫び始めることがあり警察署へ通報された。以後は日勤のみの勤務となり､仕事に行くことが出来ていた。しかし､同月16日(職場は公休日)､職場であるコンビニエンスストアへ母の運転する車で外出し､タバコを購入する為に一人で入店し｢(店員に対して)こき使いやがって!!｣と叫ぶことがあった。以後も情動は著しく不安定で､夜に｢散歩に行く｣と訴えて全速力で走り出し､汗だくで帰ってくることや､突然｢外国に行く｣と言い出すこと､｢頭が沸騰寸前だ｣等と訴えることや､漫画等を大量に購入する等の浪費が認められた。また､9月中旬より､｢店の人の声が聞こえる｣等の幻聴､独語が出現。同9月19日には､1時間程自室内にあった物を投げる等の衝動行為があった。家族への暴力はなく､母から見て｢頑張って抑えているようだ｣との印象があった。

上記により､精神科受診を検討。H28.10.1当院初診となる

【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発防止を行い、就労への準備を進めていく。
	①通所を継続し、生活リズムを整え、意欲の維持・向上を図る
	①来所時にはプログラムに参加し、自身の特性の理解を深めていく。
	①継続して来所し、プログラムに参加する。スタッフは来所状況プログラム取り組みを確認し、本人が出来ていることには評価する。休む場合は自分から連絡し理由について伝えるようになる。

	
	②運動プログラムへ参加し、体力の向上・体重減少を図る。
	②運動プログラムへ積極的に参加していく。
	2 運動療法がある際には、積極的に参加していく。スタッフは参加状況を確認して評価し定期的な体重測定により数値での変化について確認する。

	
	③就労に向けての対人関係能力・作業能力を高める。
	③就労に関する考えを深めていく
	3 就労について自分に足りない部分について話し具体的な訓練ができるようになる。スタッフは本人と就労に関する面談を行い、具体的な方向性や準備の方法を検討していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○%）
	今後の対応

	①通所を継続出来る。
	・週3月・水・金の利用でありマイカーで通所している。当初は休まずに参加していたが2週間経過後から唐突に休んでいる（理由は不明）。6/2以来の参加は見られない。
・デイケアでは「1人の方が良い。」と話し隅で皆に背を向けた状態で座ることを好んでいるが、同じ年代で趣味（漫画）が合う人とは笑顔で会話している場面あり特定の人とは交流している。
・今後の方向性やプログラムの参加について本人に確認すると、「そのうち仕事がしたいです。」と話している。近況についてプログラムについて「大丈夫です」と特に不満は聞かれていないが、実習生には睡眠について夜遅くまで起きている事やエアロビが疲れる事話していることがある。
（達成度10%）
	通所できていないが、診察には定期的に行っている。

週3日ではなく、確実に参加出来る曜日を決めて回数を減らすことを提案してみる。

	作業活動を行い作業能力（持続力・集中力）の向上を図っていく。
	運動不足を自覚しておりエアロビがある月・水・金曜日を通所日にしている。参加時は汗を多量にかきながら最後まで継続している。（達成度10%）
	体重測定を定期的に行い、減量への意識を高めていく⇒計画継続

	③コミュニケーション能力の向上
	特定の人とは話すことが可能であるが、対人緊張が高く打ち解けるまでに時間がかかる（達成度10%）
	過去の仕事や最近の生活の中で困ったことについて面談またはSSTで対人技能能力を高める。⇒計画継続

	④作業能力の向上

	本人が興味を示す漫画の塗り絵等は可能である。気分によって参加したり参加しないときが意欲に変動がある。（達成度10%）
	作業能力（持続力・集中力）の向上を図っていく。


※現状について補足

見学・体験利用を経て、H29.4.10から正式利用開始となっている。対人緊張があり集団生活は苦手だと話しているが母様が「家では部屋から出てこないしデイケアに来れば世界が広がるかもしれないです」と勧めていた。

来所した際にはエアロビに興味を示し、漫画の塗り絵を行って過ごしている。話し相手がいると明るく会話することも可能である。当初は休まずに継続的に参加していたが、２週間経過頃から無断で継続して休むようになり連絡すると母様が出ることが多い。電話にて近況について確認すると「大丈夫です。」としか言わず表面的な返答であり休む原因が明らかになっていない。話し相手となっていた実習生が最後の実習日であった6/2以来不参加であり、月1回程度は自分から電話連絡するが、殆ど無断で休んでおりスタッフから電話連絡すると母様が応対し家の用事や親戚の畑の手伝いや体調不良を理由に休んでいる

【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	①プログラムに積極的に参加出来る。
	①通所を継続出来る。
	①確実に参加出来る曜日を決めて休まずに来所しプログラムに参加する。スタッフは来所状況プログラム取り組みを確認し、本人が出来ていることには評価する。

	
	②運動プログラムへ参加し、体力の向上・体重減少を図る。
	②運動プログラムへ積極的に参加していく。
	②エアロビへの参加は無理が無い範囲で行い、朝の体操には参加する

	
	③就労に向けての対人関係能力・作業能力を高める。
	③就労に関する考えを深めていく
	3 定期的な通所が可能になったら就労を考えていく。

共通の話題ができる仲間作りができるように配慮する


